SP レ コー ド の 再生 に 早 準 を 合わ せ た 古 典型 アン プ 


12 頒 シン クル 


モノ ・ ア ンプ の 製 1 


本 誌 9 月 号 で 発表 し た WE-4 A 
リプ ロ デ ュ ー サ の D89160 イコ ラ 
イザ で 再生 する SP レコ ー ド の 魅力 
に すっ か り 参 っ て し まっ た .。 以 前 の 
7A イ コラ イザ の 音 と 別 次 元 に の 世 
界 が 現れ た の だ っ た . 今 まで 聴き 込 
ん だ レコ ー ド に 新鮮 な 感動 が 蘇っ 
て , また 繰り 返し 聞き ほれ る 日 が 続 
ぬ だ な 。 

8 月 の ある 日 , SP レコ ー ド 愛好 
家 の 先 輩 か ら 1 冊 の 洋書 を 贈ら れ 
た 。 タ イト ル は “The Victor Data 
Book” by Robert W. Baumbach 
で 出版 は ロス アン ジェ ルス の Mul- 
holland Press, Inc. (www. mulhol- 
landpress. com) (写真 参照 )、 こ の 本 
に は Victor の 蓄音機 に 関す る 豊富 
な イラ スト レー ショ ン と 製造 年 代 , 
生産 数 量 な どの 他 , 機械 の 構成 内 容 
が 詳し く 書 か れ て いる . 

本 の 後半 に は 電気 式 レ コー ド 再 生 
機 と 機械 式 レ コー ド 再 生 機 の 両方 が 
組み 込ま れ た 蓄音機 が 何 台 か 載っ て 
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いた . その 最も 古い の が Alhambra 
[ で 1925 年 に 製造 開始 きれ , 1928 
年 まで に 5,047 台 出 荷 し た と の 記 
載 が ある . 

使用 真空 管 は 199X4, 120 x1 の 
電池 電源 の アン プ と 永久 磁石 の ホー 
ン ・ ド ライ バ が 組み 合わ され て いる 。. 
機械 再生 に は オー ソフ ォ ニ ッ ク #5 
サウ ンド ボッ クス が 使用 され , ホー 
ン は ミディ アム ・ サ イズ の リエ ント 
ラン ト 型 . 出力 管 の 120 は 出力 110 
mW の 電池 管 で , 私 も 本 誌 1997 年 
12 月 号 に 199-120 の シン グル アン 
プ を 発表 し た (「 古 典 球 ア ンプ の 作り 方 
楽し み 方 - 2 」 に 収録 )、 

この 本 を さら に 読み 進む と , 私 が 
以前 ウシ エス タン サウ ンド イン ク で 購 
六 し た LS-1 ス 三 み が 見 つか っ 
た . 本 の デー タ に は 発売 が 1925 年 
5 月 1 日 で , 総出 荷 数 が 8,036 台 と 
あっ た .。 リュ ミエ ー ル の 特許 を 使用 
し た プリ ー テ ッ ド (折り 畳 ん だ ) コー 
ン を 持つ マグ ネ チ ッ ク ・ ス ピー カ だ 
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つ ぷ たこ VN LO だ も 2N 伏 6RING 
MACHINE CO. 製 で 。 RCA に 統 
合 さ れる ずっ と 以前 の 製品 で ある と 
ころ が 貴重 で ある . ライ ス 層 ケ ロッ 
グ の 開発 し た ダイ ナミ ッ ク ・ ス ピー 
カ は 1926 年 だ か ら ,。 LS-1 は それ 以 
前 の 製品 だ っ た . 


VICTOR LS-1 を 鳴ら す た め 
の 112 シン グル アン プ の 構想 


RCA の 1925 年 の 広告 に 出力 管 
が 4 種 載 っ て いた . それ ら は 120, 
171。 112, 210 で これ まで に 何 回 と 
な く 紹 介し た 球 で ある . 前 述 の "The 
Victor Data Book” に ある 電気 再 
生 用 アン プ に も この 4 種 の 出力 管 が 
頻繁 に 出 て くる . これ を 見 て いる う 
ち に 。 今 ま で や っ て な か っ た 112 の 
シン グル ・ ア ンプ を 作っ て みた く な 
つの 

112 は U 共 -112 と し て 登場 し , 改 
良 管 が UX-112 A, ST 管 に な っ て 
12 A と な っ た 真空 管 で ある 。 UX- 
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A。UX-112 A が 5 V/0.25 A に な 
っ た . プレ ー ト 電圧 三 180 V, プレ ー 
ト 電 流 三 7.7 mA, グリ ッ ド ッ バ イア 
ス テー13.5V の と き 出 力 が 285 
mW と いう 規格 で ある . 
ほぼ 同時 期 に 発売 され た UX- 
171 が 出力 790mW だ っ た の で 
る と 
“ビク ター・ デ ー 
タ ・ プ ブック " 全 は 
各 製 品 の 生産 台数 


な ど 詳 し い 数 字 が 
載っ て いる . 


ラジ オォ 技術 


@12 A ソケット 回 り の クロ ー ズ アッ プ 


サ を 入れ て みた が , 最小 雑音 レベ ル 
が 12 mV だ っ た の で , セン ター タ 
ッ プ の 誤差 に よる も の で は な いこ と 
が 判明 し た . 

(2) 周波 数 特性 (第 6 図 ) 
出力 トラ ンス を 通さ な い 10 
k0Q ア ウト で は 20 Hz-20 
kHz が 一 2 dB で あっ た . この 
特性 は 段 間 トラ ンス の A-107 
の 特性 に ほぼ 一 致し て いる . 測 
定 レ ベル は 50 Vrms(10 kQ) 純 
抵抗 負荷 ). 

パラ レル フィ ー ド に よる 出力 
トラ ンス の 2 次 側 で は 50 Hz 
< て 20 kHz が 一 2 dB に な っ た . 
プア な 特性 に 見 える が , 1920 年 
代 当時 の トラ ンス 結合 の シン グ 
ル ・ ア ンプ で は と て も 考え られ 
な い ワ イド な 特性 で ある こと を 
お こと わり し て お きた い . 

(3) 入 ・ 出 力 特 性 (第 7 図 ) 
最大 出力 300 mW に 要する 
入力 電圧 は 0.4 V だ っ た . 


B& W で の 音 だ し 


組み 上 が っ た 直後 に まず 自宅 
の B&W SS-25 で 鳴ら し た 。 
片 チ ャ ン ネ ル の み の モ ノ 再 生 で 
ある . 出 て きた 音 は 清澄 その も 
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の で ある . 4 A で 再生 し た 聴き 慣れ 
た SP レコ ー ド を た て 続け に 数 曲 か 
けた 。 電気 臭 を 感じ きせ な い シ ャ ー 


プ で 立ち 上 が り の 早い サウ ンド は 上 
質 の 蓄音機 の 再生 に 似 て いる . ホー 
ン 型 ス ピー カ で の 再生 な ら そ の こと 
も 納得 で きる が , SS-25 か ら 著 音 

の 歯切れ の 良い 音 が 出 た の に は 驚い 
た . 4 A の 再生 音 は GE の バリ レラ 
や フェ アチャ イル ド の MC 型 SP 
用 カー トリ ッ ジ と 較 べ て 音 の 芯 が 強 
い 。 それ が と も する と 現代 の スピ ー 
カ で は ナロー に 聴こえ る こと が あ 
る 。 本 機 で は それ を まっ た く 感 じ さ 
せな い の は 不思議 で ある . 300 mW 
の 出力 は さす が に B& W を 大 音量 
で は 鳴ら せな い . だ が この 硬質 感 は 
音楽 の 細部 を 見 事 に 挟 り だ し て い 


人 ぜ 


この 音 を 聴き な が ら ア メリ カ で は 
171 A の 音 が 好ま れ た の が 理解 で き 
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VICTOR LS-1 が 驚く ほど の 
音量 で 豊 豚 に 鳴っ た 


撮影 の 前 に 「 ア ム ト ラ ンス 」 の シ 
ョ ー ル ー ム に 持ち 込ん だ . 預かっ て 
も ら っ て いる VICTOR LS-1 を つ 
な いで みた . CDR に 録音 し た 淡 谷 
の り 子 の 昭和 12 年 の ヒッ ト 曲 「 別 
れ の ブル ー ス 」 の SP レコ ー ド を か 
けた . 声 の 帯域 を みごと に と ら え た 
上 暖かい 声 が ショ ー ル ー ム いっ ぱい に 
鳴り 響い た . 以前 別 の アン プ で 鳴ら 
し た LS-1 の 貧相 な 音 と は まる で 違 
っ て いた . 最大 出力 300 mW の アン 
プ だ と は まっ た く 思 えな い 音 量 で あ 
る . 中 低 域 に 特徴 の ある まぎれ も な 
い VICTOR サウ ンド で ある . フラ 
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周波 数 特性 (Hz) 
(第 6 図 > 周波 数 特性 


ンク ・ 永 井 の 名 唱 | 羽田 発 7 時 50 分 」 
の SP レコ ー ド が 聴き た く な っ た が 
用 意 し て いな か っ た 。 カザルス の バ 
ッ ハ の 「 ア リア 」 は これ また 見 事 に 
鳴っ た . これ は 鉄 針 の WE-4 A で 録 
音 し た も の だ が , カザルス の バッ ハ 
の 世界 に 引き 込ま れ て し まう 包容 力 
の ある 音 の 世界 が 現れ た . 1925 年 当 
時 LS-1 は 120 や 112 で 鳴ら し た 
は ず で ある . 出 が け に 真空 管 を 収納 
し た 段ボール 箱 を か き 回 し て いた 
ら , 1925 年 製 の UX-112 が 2 本 出 
て きた .。 撮影 用 に と 思い アン プ と 一 
緒 に 持っ て 来 た の を 思い 出し た 。12 


A を UX-112 に 挿し 替え た . 音 は さ 
ら に 豊か に な っ た . UX-112 に は 
ST 管 の 56 は 似合わ な い の で アム 
トラ ンス の 在庫 か ら ナ ス 管 の 56 を 
拝借 し た . 真空 管 は 製造 年 代 の 古い 
も の ほど 音 が いい と いう の が 私 の 持 
論 だ が , また ここ で も 実証 され た よ 
うだ っ た 。 


